
【概論】

開催日 時間 開催日 時間

5月28日(水)
9:30～16:30

(360分)
９月24日（水）

9:30～16:30
(360分)

6月5日(木) 13:30～16:30
（180分）

10月2日（木） 13:30～16:30
（180分）

6月23日(月)
13:30～16:30

(180分)
10月27日

（月）
13:30～16:30

(180分)

【基礎技術】

開催日 時間 開催日 時間

7月8日(火) 9:30～16:30
(360分)

11月6日(木) 9:30～16:30
(360分)

7月28日(月) 9:30～16:30
(360分)

11月26日
(水)

9:30～16:30
(360分)

８月12日(火) 9:30～16:30
(360分)

12月8日(月) 9:30～16:30
(360分)

８月25日(月) 13:30～16:30
(180分)

1月7日(水) 13:30～16:30
(180分)

9月4日(木) 9:30～12:30
(180分)

1月29日（木） 9:30～12:30
(180分)

9月4日(木) 13:30～16:30
(180分)

1月29日（木） 13:30～16:30
(180分)

令和７年度　介護職員のための介護技術向上研修　日程表

❖研修は全てオンライン研修となります。オリエンテーションを行いますので、研修開始時間５分前には、ご着席ください。

テーマ 修得する内容（ポイント）

前　期 後　期

申込
記号

申込
記号

講　　師 講　　師

初任者として身に付けて
おきたい介護の基本

①介護の基本的な考え方
②介護職の役割と他職種との連携
③コミュニケーションの基本
   （表情・態度・聴き方・話し方）
④介護記録の意義と書き方の基本と留意点
⑤介護過程の基礎的理解
⑥介護過程の実践的展開

前１

後3

認知症認定看護師
和田　博之　氏

認知症認定看護師
和田　博之　氏

疾患理解と
身体観察のポイント

①老化に伴う心身の変化の特徴
②高齢者に多い疾患と日常生活上の留意点
③薬の知識
④ターミナルケア（終末期介護）

前2

後1

専門学校講師
山﨑　敏　氏

専門学校講師
山﨑　敏　氏

後2

医師
髙野　誠一郎　氏

医師
髙野　誠一郎　氏

後　期

申込
記号

申込
記号

講　　師 講　　師

前　期

介護福祉士
水本　光彦　氏

認知症の理解と
尊厳あるケア

利用者の能力を引き出す
移動・移乗

テーマ 修得する内容（ポイント）

①認知症の基礎知識
②認知症の人の見ている生活障害、心理・
　 行動の特徴
③予防と早期発見
④認知症の人の見ている世界
⑤認知症のケアについて
⑥家族への支援

前3

理学療法士
清水　雅也　氏
川﨑　文裕　氏

褥瘡・拘縮予防と
ポジショニング

①姿勢の介助の目的と効果
②人の身体構造・機能の知識（圧分散の話）
③悪い姿勢、正しい姿勢の理解と
   アセスメント(臥位・座位）
④姿勢の評価（グローブ使用）
⑤圧抜き、圧分散、座り直し
⑥ポジショニング

前5 後5
理学療法士

坂田　伸哉　氏
清水　雅也　氏

理学療法士
清水　雅也　氏
坂田　伸哉　氏

①利用者の能力を引き出すことの理解
②介護を行う姿勢の注意点
③能力を引き出す介助
　 (寝返り・起き上がり・ 立ち上がり・移乗・
　 歩行)のポイント

前4 後4
理学療法士

坂口　寛秋　氏
清水　雅也　氏

介護福祉士
水本　光彦　氏

排泄ケアと
関連用具の選定

①排泄に関する基礎知識
②排泄ケアのためのアセスメント
③排泄のメカニズムと失禁のタイプ
④排泄関連用具の種類と選定、使い方
⑤オムツの適切な使い方
⑥排泄ケアのプランニング

前7 後7

介護福祉士
松ケ平　朝菜　氏

介護福祉士
松ケ平　朝菜　氏

自立を意識した
着替え・入浴介助

①清潔の目的と効果
②入浴時における行程分析
③保清を行う前に必要なアセスメント
④自己決定（意思確認、同意、言葉かけ）
⑤基本的な更衣・入浴・清拭・洗髪・部分浴の
　 介助
⑥状態に応じた更衣・入浴・清拭・洗髪・部分
　 浴介助
⑦入浴の報告・記録

前6 後6

摂食嚥下障害者の
ケアと食事介助

①口から食べることの重要性
②摂食嚥下のメカニズム
③摂食嚥下障害の原因と症状
④食事のアセスメント
⑤食事介助のポイント
⑥リスク管理

前8 後8

言語聴覚士
　松原　七波　氏

言語聴覚士
北川　謙吾　氏

※ 前期・後期で受付します。いずれか日程をお選びください。前期で受講できなかった場合、後期にお申し込みもできます。

　  研修終了時刻については、多少前後することもございますのでご了承ください。

口腔ケアと介護予防

①口腔ケアとは
②口腔のメカニズム
③口腔内の観察のポイント
④口腔ケアの種類と方法
⑤口腔機能向上
⑥歯磨きの方法

前9 後9

歯科衛生士
山口　幸子　氏

歯科衛生士
山口　幸子　氏


